
ヒント　裸婦像で飾ら
れています。

前回の正解は
妙蓮寺（御

お

会
え

式
しき

桜）です。

ここはここは
　どこ？　どこ？

第253回

　

正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で
３
名

の
方
に
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

は
が
き
に
、
答
え
と
住
所
・
氏
名

・
年
齢
・
本
紙
へ
の
感
想
等
（
感
想
は

紙
面
で
掲
載
の
場
合
あ
り
）
を
ご
記

入
の
う
え
、
〒
602
―
８
５
１
１　

上

京
区
役
所
「
か
み
ぎ
ょ
う
」
係
ま
で
。

締
切
り
は
４
月
30
日
（
消
印
有
効
）。

　

多
数
の
ご
応
募
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

西
陣
の
妙
蓮
寺
で

は
、
御
会
式
の
行
わ

れ
る
10
月
ご
ろ
に
咲

く
桜
が
あ
り
ま
す
。

桜
と
い
え
ば
春
を
代

表
す
る
花
で
す
が
、

中
に
は
秋
に
咲
き
、
春
ま
で
花
を
残

す
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
御
会
式

桜
は
古
来
有
名
な
桜
と
し
て
知
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
近
年
あ
ち
ら
こ
ち
ら

に
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
十
月
桜
な

ど
と
い
わ
れ
て
名
物
に
な
り
つ
つ
あ

る
よ
う
で
す
。
赤
く
染
ま
っ
た
紅
葉

と
隣
り
あ
っ
た
名
所
も
ま
だ
ま
だ
あ

り
そ
う
で
す
。（
い
）

　

上
京
区
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
や
活

動
場
所
へ
の
行
き
帰
り
で
の
事

故
に
対
応
し
た
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
保
険
」を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

保
険
概
要　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
が
国
内
に
お
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
中
（
宿
泊
を
伴
う

活
動
を
含
む
）

の
偶
然
の
事
故

に
よ
り
、
①
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
自

身
が
ケ
ガ
を
し

た
場
合
の
「
傷

害
保
険
」、
②
活

動
の
対
象
者
な
ど
他
人
の
身
体

や
財
物
に
損
害
を
与
え
、
法
律

上
の
賠
償
責
任
を
負
っ
た
場
合

の
「
賠
償
責
任
保
険
」
の
２
つ

の
補
償
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
専
用
の
保
険

保
険
期
間　

保
険
料
振
込
翌
日

〜
翌
年
３
月
末
（
年
度
単
位
）

種
類　

基
本
プ
ラ
ン
（
一
人
年

額
250
円
〜
）、
天
災
プ
ラ
ン
（
一

人
年
額
450
円
〜
、
基
本
プ
ラ
ン

内
容
と
「
地
震
・
噴
火
・
津
波
」

の
天
災
に
よ
る
ケ
ガ
を
補
償
）

※
補
償
内
容
等
の
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
＝
上
京
区
社
協
（
☎
432
・
９

５
３
５
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
432
・
９
５
３

６
、
葭
屋
町
通
中
立
売
下
る
北

俵
町
317
（
元
聚
楽
小
学
校
内
））

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に

加
入
し
て
い
ま
す
か
？

５
月
は

赤
十
字
運
動
月
間

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

学
生
納
付
特
例
制
度

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
の
対
象
者
拡
大

平
成
29
年
度

介
護
保
険
料
通
知
書
を

送
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
、

後
期
高
齢
者

医
療
制
度
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

努
力
し
て
い
る
の
に
な
か
な

か
や
せ
な
い
と
悩
ん
で
い
る
方

は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

日
常
生
活
に
取
り
入
れ
て
い
た

だ
き
た
い
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を

紹
介
し
ま
す
。

①
無
理
の
な
い
目
標
で
ゆ
っ
く

り
体
重
を
お
と
す

　

急
激
な
体
重
低
下
は
健
康
的

な
や
せ
方
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

１
か
月
に
１
〜
２
㎏
の
減
量
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

②
食
事
内
容
や
食
べ
方
を
見
直

し
て
み
る

　

１
日
の
食
事
内
容
（
食
べ
る

量
や
主
食
・
主
菜
）
を
見
直
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
食
べ

方
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。「
早

食
い
」
「
な
が
ら
食
い
」「
ま
と

め
食
い
」
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

20
歳
以
上
の
学
生
の
方
で
、
本

人
の
前
年
所
得
が
基
準
額
以
下
の

場
合
、
申
請
し
承
認
さ
れ
る
と
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。
申
請
に
は
、
学
生
証

等
在
学
を
証
明
で
き
る
も
の
が
必

要
で
す
。

※
区
役
所
窓
口
の
他
、
年
金
事
務

所
で
も
手
続
が
で
き
ま
す
。

食
事
の
時
間
を
決
め
て
ゆ
っ
く

り
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
と
い
う

「
食
事
作
法
」
も
重
要
で
す
。

③
間
食
、
甘
い
も
の
は
極
力
ひ

か
え
る

　

甘
い
も
の
を
食
べ
る
こ
と
が

習
慣
化
す
る
と
さ
ら
に
甘
い
も

の
を
求
め
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
我
慢
で
き
な
い
と
き
は
、

温
か
い
お
茶
を
ゆ
っ
く
り
飲
ん

で
み
ま
し
ょ
う
。

④
今
よ
り
多
く
歩
く

　

今
よ
り
も
２
千
歩
、
３
千
歩

多
く
歩
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
歩
幅
を
大
き
く
し

て
歩
く
と
体
の
広
範
囲
の
筋
肉

が
使
わ
れ
ま
す
。

問
＝
健
康
づ
く
り
推
進
課
（
成

人
保
健
・
医
療
担
当
）（
☎
441

・
２
８
７
２
）（
下
段
◆
参
照
）

※
猶
予
期
間
は
老
齢
、
障
害
基
礎

年
金
な
ど
の
受
給
資
格
を
判
断
す

る
期
間
に
算
入
し
ま
す
が
、
老
齢

基
礎
年
金
の
年
金
額
に
は
反
映
し

ま
せ
ん
。

※
28
年
度
に
承
認
さ
れ
た
方
で
、

引
き
続
き
申
請
さ
れ
る
方
は
、
日

本
年
金
機
構
が
送
付
す
る
申
請
書

を
４
月
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
＝
保
険
年
金
課
（
保
険
給
付
・

年
金
担
当
）
（
☎
441
・
５
１
３
８
、

１
階
⑦
番
窓
口
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
の
主
体
的

な
能
力
開
発
の
取
組
を
支
援
す
る

た
め
の
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付

金
事
業
に
つ
い
て
、29
年
度
か
ら
、

雇
用
保
険
法
の
一
般
教
育
訓
練
給

付
の
支
給
を
受
け
る
ひ
と
り
親
家

庭
の
親
に
つ
い
て
も
対
象
に
加

え
、
訓
練
受
講
費
用
の
６
割
相
当

　

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
29

年
度
の
介
護
保
険
料
の
通
知
書
を

４
月
下
旬
ま
で
に
お
届
け
し
ま

す
。
今
回
お
知
ら
せ
す
る
保
険
料

は
、
28
年
度
の
市
民
税
額
を
も
と

に
仮
に
計
算
し
た
も
の
で
す
の

で
、
29
年
度
の
市
民
税
確
定
後
の

７
月
に
保
険
料
を
計
算
し
直
し
、

再
度
、通
知
書
を
お
届
け
し
ま
す
。

納
付
書
が
付
い
て
い
る
場
合
は
、

毎
月
納
期
限
ま
で
に
最
寄
り
の
金

融
機
関
又
は
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
お

納
め
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
29
年
２
月
が
特
別
徴
収

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
災
害
救
護

を
は
じ
め
、
病
気
で
苦
し
む
人
々

の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
国
内
外
で
様
々

な
人
道
的
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
皆
様
か
ら

お
寄
せ
い
た
だ
く
活
動
資
金
（
募

金
）
で
賄
っ
て
い
ま
す
。

額
（
上
限
20
万
円
）
と
雇
用
保
険

法
の
一
般
教
育
訓
練
給
付
２
割
相

当
額
（
上
限
10
万
円
）
と
の
差
額

を
上
乗
せ
し
て
支
給
し
ま
す
。

※
必
ず
受
講
開
始
前
に
申
請
。

問
＝
支
援
保
護
課
（
支
援
第
一
担

当
）
（
☎
441
・
５
１
１
９
、
２
階

㉕
番
窓
口
）（
下
段
◆
参
照
）

（
年
金
か
ら
の
引
落
し
）
の
方
に

つ
き
ま
し
て
は
、
今
回
の
通
知
は

あ
り
ま
せ
ん
。
４
月
・
６
月
・
８

月
の
特
別
徴
収
額
は
２
月
と
同
額

で
す
。
29
年
度
の
確
定
し
た
保
険

料
額
と
10
月
以
降
の
特
別
徴
収
額

は
、
７
月
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
28
年
度
の
保
険
料
が
大
き

く
変
更
に
な
っ
た
方
等
に
つ
い
て

は
、
申
請
に
よ
り
29
年
８
月
の
年

金
か
ら
の
特
別
徴
収
額
を
変
更
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
請
に

つ
い
て
は
、
５
月
中
に
問
い
合
わ

せ
先
に
て
手
続
し
て
く
だ
さ
い
。

問
＝
福
祉
介
護
課
（
介
護
保
険
担

当
）（
☎
441
・
５
１
０
６
、
２
階

㉗
番
窓
口
）（
下
段
◆
参
照
）

保
険
料
の
納
付
は
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

　

①
領
収
書
又
は
納
入
通
知
書
な

ど
国
保
記
号
番
号
（
後
期
高
齢
者

医
療
の
場
合
は
、
被
保
険
者
番
号

と
徴
収
番
号
）
の
わ
か
る
も
の
、

②
預
金
通
帳
、
③
口
座
の
届
出
印

を
お
持
ち
の
う
え
、
お
取
引
の
あ

る
金
融
機
関
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
ま

た
は
保
険
年
金
課
の
窓
口
へ
。

　

国
民
健
康
保
険
の
口
座
振
替

は
、
一
部
の
金
融
機
関
に
つ
い
て

は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
国
保

記
号
番
号
が
分
か
る
も
の
が
あ
れ

ば
、
届
出
の
印
鑑
が
な
く
て
も
、

保
険
年
金
課
窓
口
に
て
申
込
み
が

で
き
ま
す
（
受
付
時
に
暗
証
番
号

を
入
力
い
た
だ
き
ま
す
。）。

　

５
月
か

ら
活
動
資

金
募
集
の

た
め
、
上

京
区
赤
十

字
奉
仕
団
が
中
心
と
な
っ
て
、
皆

様
の
と
こ
ろ
へ
お
伺
い
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
＝
地
域
力
推
進
室
総
務
・
防
災

担
当
（
☎
441
・
５
０
２
９
）

※
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
引
き

落
と
し
）さ
れ
て
い
る
方
で
、口
座

振
替
へ
の
変
更
を
ご
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
口
座
振
替
を
お
申
し
込

み
の
う
え
、
保
険
年
金
課
に
特
別

徴
収
停
止
を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

29
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
保
険
料
額
や
納
付
方
法

①
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
引
落

し
）
の
方

　

28
年
度
か
ら
引
き
続
き
、
特
別

徴
収
さ
れ
る
方
は
、
29
年
２
月
と

同
額
の
保
険
料
が
29
年
４
・
６
・

８
月
に
支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
特

別
徴
収
さ
れ
ま
す
（
仮
徴
収
）。

29
年
度
の
正
式
な
保
険
料
額
と
、

29
年
10
月
・
12
月
と
30
年
２
月
に

特
別
徴
収
す
る
保
険
料
額
は
、
７

月
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
４
月
の

お
知
ら
せ
は
あ
り
ま
せ
ん
。）。

　

新
た
に
29
年
４
月
か
ら
特
別
徴

収
さ
れ
る
方
は
、
28
年
度
保
険
料

額
を
基
に
29
年
４
・
６
・
８
月
の

特
別
徴
収
額
を
決
め
て
お
り
ま
す

の
で
、
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

②
普
通
徴
収
（
納
付
書
で
の
納
付

又
は
口
座
振
替
）
の
方

　

29
年
度
の
正
式
な
保
険
料
額
と

29
年
７
月
〜
30
年
３
月
の
納
付
額

は
、
29
年
度
の
市
民
税
額
決
定
後
、

７
月
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
４
月

に
お
知
ら
せ
は
し
ま
せ
ん
。）。
29

年
４
〜
６
月
の
納
付
は
あ
り
ま
せ

ん
。

問
＝
保
険
年
金
課
（
資
格
担
当
）

（
☎
441
・
５
１
３
０
、
１
階
⑤
番

窓
口
）

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
か

　

保
険
料
の
負
担
の
公
平
性
を
保

つ
た
め
、
徴
収
の
取
組
を
強
化
し

て
い
ま
す
。
保
険
年
金
課
で
は
夜

間
納
付
相
談
日
を
設
け
て
い
ま

す
。
普
段
は
お
仕
事
等
で
お
越
し

に
な
れ
な
い
方
も
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

夜
間
納
付
相
談
日
に
つ
い
て
は
、

保
険
年
金
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

問
＝
保
険
年
金
課
（
徴
収
推
進
担

当
）（
☎
441
・
５
１
３
７
、
１
階

⑥
番
窓
口
）

保
健
だ
よ
り

◆ 

組
織
改
正
に
伴
う
、５
月
８
日

（
月
）以
降
の
電
話
番
号
及
び

窓
口
に
つ
い
て
は
区
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
に
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

ご協力を
お願いします

健
康
的
に

 
や
せ
る
た
め
に

ム
ダなく無

理なく

（３）　平成２９年４月１５日　　第２５６号　　 市　民　し　ん　ぶ　ん　上京区版


